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断

挽
近
の
歴
史
哲
學
ご
二
審
哲
學

（（

i
　
一
）

　
　
　
　
　
麟

　
叢
れ
並
倉
學
ご
歴
史
哲
學
ご
は
歴
史
的
に
甚
だ
親
密
な

る
羅
馬
を
有
す
る
も
の
に
し
て
、
肚
裏
學
を
始
め
て
組
織

し
た
コ
ン
ト
の
魁
墨
跡
は
實
際
に
於
て
一
種
の
歴
史
哲
學

に
外
な
ら
澱
こ
も
云
は
れ
て
居
る
。
而
し
て
其
の
後
々
會

學
ご
歴
史
哲
學
ビ
の
玉
翰
は
常
に
就
會
學
者
の
問
題
ど
な

っ
て
居
る
が
、
今
日
此
の
問
題
に
付
て
肚
會
學
者
の
下
し

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
一
　
娩
近
の
歴
史
哲
維
建
駄
會
誓
離
（
上
）

文
學
博
士
米
田
庄
太
郎

て
居
る
見
解
は
大
膿
上
三
種
に
別
れ
て
居
る
。
　
一
は
歴
史

哲
學
は
肚
會
學
の
準
備
を
な
せ
る
も
の
に
し
て
、
垂
れ
は

宛
も
星
占
術
が
天
文
學
に
令
し
て
㍉
又
練
金
術
が
化
學
に

鋼
し
て
有
す
る
ど
同
じ
閣
係
を
魁
會
學
に
醤
し
て
有
す
る

も
の
で
あ
る
。
随
ふ
て
肚
愈
學
の
成
立
せ
る
至
福
は
歴
史

哲
學
は
面
繋
消
滅
す
べ
き
も
の
f
あ
る
ご
見
る
絶
解
で
あ

る
。
二
は
歴
史
哲
墨
’
ご
祉
面
面
ご
は
只
名
欝
が
違
ふ
て
居

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
’
　
　
一
　
（
二
九
五
）



凶

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
挽
近
の
歴
史
哲
學
電
靴
會
哲
學
（
上
）

る
だ
け
で
脂
質
は
同
じ
も
の
で
あ
る
ビ
見
る
見
解
で
あ
る

署
し
て
三
は
歴
史
哲
學
は
肚
曾
學
の
上
に
立
ち
馬
下
會
學

の
結
果
ご
他
の
人
類
生
活
に
帰
す
る
科
學
の
結
果
ζ
を
、

一
贋
高
い
見
地
か
ら
し
て
総
合
せ
ん
こ
す
る
一
の
猫
立
な

る
科
學
で
あ
る
ご
見
る
見
解
で
あ
る
。
併
し
歴
史
哲
學
ε

、
魁
會
學
こ
の
婬
乱
を
右
の
如
く
に
掘
念
ず
る
人
々
は
、
何

れ
も
歴
史
哲
學
を
も
矢
張
り
鮭
會
學
ご
同
様
に
自
然
科
學

ご
槻
念
・
す
る
も
の
で
あ
る
。
余
は
藪
に
其
等
の
阯
二
重
者

の
歴
史
哲
學
概
念
を
自
然
科
學
的
歴
史
哲
學
概
念
或
は
自

然
科
學
的
歴
史
哲
學
（
門
）
。
；
聲
襲
、
一
。
。
ω
。
蕊
9
9
鍵
。
冨
Q
ゆ
紛
－

9
圃
9
叶
着
芭
8
0
｝
瓢
μ
州
①
＆
巽
集
。
二
言
5
く
．
ω
零
霧
9
跳
一
同
畠
o

O
窃
畠
露
量
喜
凶
δ
ω
o
℃
三
〇
）
ご
属
し
て
置
く
。
．
然
る
に
近
來

主
こ
し
て
猫
逸
の
新
理
想
主
義
の
哲
學
者
に
よ
っ
て
、
右

の
自
然
毒
學
謝
罪
吏
哲
學
概
念
の
外
に
新
理
想
主
義
的
歴

史
哲
學
概
念
ご
も
諾
す
可
き
新
し
き
歴
吏
哲
學
概
念
が
大

に
援
達
し
て
凍
て
居
る
、
而
し
て
余
が
叢
に
難
近
の
肚
會

哲
學
こ
の
關
係
を
考
究
し
て
見
や
う
ε
思
ふ
の
は
、
郎
ち

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
．
　
二
　
（
二
九
六
）

此
新
七
き
歴
史
哲
學
概
念
、
新
理
想
主
義
的
野
満
杯
學
概

念
で
あ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
以
下
軍
に
詩
書
の
歴
史
哲

學
ご
云
ふ
は
、
つ
ま
b
此
の
新
理
想
主
義
の
歴
史
哲
學
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
粗
記
憶
さ
れ
た
い
・

　
今
軌
近
の
新
理
想
ま
義
的
歴
史
哲
學
の
概
念
及
び
問
題

は
主
．
こ
し
て
ウ
イ
ン
デ
川
バ
ン
ト
、
デ
ィ
ル
タ
イ
、
ジ
ム

メ
川
、
リ
ソ
ケ
ル
ト
等
の
濁
逸
新
理
想
主
義
の
哲
賢
者
に

よ
り
て
獲
蓬
せ
る
も
の
に
し
て
、
其
の
近
き
淵
源
を
カ
ン

ト
の
哲
學
に
婁
す
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
今
日
ま
で
の
慮

で
之
を
其
の
最
ご
も
完
成
せ
る
形
態
に
撃
て
組
織
的
に
論

述
し
た
の
は
メ
ー
リ
ス
氏
で
あ
る
。
（
U
厭
・
0
8
義
三
魯
H
ジ

羅
誓
び
＝
9
驚
梶
O
能
巳
H
三
型
嘗
閂
○
・
・
○
喜
凶
。
＝
り
H
い
・
）
余
は
近

々
に
「
鞭
平
冠
會
思
想
の
研
究
」
上
灘
別
愉
こ
し
て
公
に
せ

ん
ご
す
る
輪
近
の
歴
史
哲
學
に
於
て
、
新
理
想
講
義
的
歴
・

史
話
學
の
告
達
を
可
な
b
詳
し
く
論
越
す
る
つ
も
b
で
あ

る
か
ら
、
叢
に
は
只
メ
ー
ソ
ス
民
の
著
作
に
よ
り
〃
、
其
の

最
こ
も
完
成
せ
る
形
態
の
一
般
を
、
極
簡
軍
に
説
述
す
る



に
止
ぬ
て
概
く
。

　
　
　
　
　
、
二

　
却
説
メ
L
ソ
ス
氏
は
親
近
歴
史
哲
學
の
淵
源
を
ヵ
ツ
｝

の
哲
學
に
於
て
求
め
て
居
る
。
是
れ
は
｝
号
す
る
ざ
奇
怪

に
戚
せ
ら
れ
る
見
解
で
あ
る
。
ご
云
ふ
の
は
思
者
聞
に
熟

知
さ
れ
る
如
く
カ
ン
ト
は
歴
史
は
蟻
聚
で
な
い
ご
見
て
居

つ
淀
か
ら
で
あ
る
。
併
し
二
二
ソ
ス
氏
は
甚
だ
深
い
庭
に

目
を
着
け
て
、
カ
ン
ト
の
哲
學
を
以
て
軌
近
の
歴
史
哲
學

の
淵
源
ご
見
る
の
で
あ
御
。
同
氏
は
志
づ
カ
ン
ト
の
創
説
轟

せ
る
新
し
き
眞
理
概
念
に
着
目
し
て
居
る
。
而
し
て
此
の

新
眞
理
概
念
が
先
づ
親
近
の
歴
史
書
論
の
成
立
を
可
能
な

ら
し
め
だ
の
．
で
あ
る
ご
論
断
し
て
居
る
。

　
夫
れ
カ
ン
ト
以
前
に
一
般
に
行
は
れ
て
居
っ
た
量
ハ
理
概

禽
、
羅
影
乾
に
よ
り
で
辛
ら
れ
た
る
物
で
あ
っ

た
。
然
る
に
カ
ン
ト
は
彼
の
先
験
説
に
よ
り
て
眞
理
概
念

を
全
一
一
墾
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
要
亨
る
に
奮
認
識
論
に

あ
り
て
は
選
揮
さ
れ
た
る
も
の
、
認
識
（
魯
δ
閃
捧
琵
暮
周
μ
｛
も
・

　
　
　
錦
五
巷
　
研
究
　
輔
近
の
歴
吏
暫
學
霊
批
會
哲
學
（
上
）

儀
霧
》
霧
。
コ
葺
乞
挫
。
嵩
）
が
取
扱
は
れ
て
居
る
が
」
カ
ン
ト

の
認
識
論
に
於
て
は
認
識
の
選
揮
、
認
識
す
る
精
融
の
行

．
な
ふ
選
揮
（
o
冒
○
》
蕊
一
廻
同
瓢
結
門
両
熟
。
琵
葺
館
虫
一
｝
o
＞
戸
一
望

安
鋤
同
F
島
¢
価
巽
。
陣
黛
H
」
μ
§
号
Ω
①
青
く
。
守
迂
回
叶
）
が
取
扱
は

れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
く
て
認
識
の
甥
象
が
無
限
に
な

っ
て
居
る
か
ら
選
鐸
の
業
、
材
料
の
軍
純
化
、
調
号
及
び

　
　
　
わ
ざ

構
成
の
業
は
認
識
の
業
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　
併
し
此
の
材
料
の
選
鐸
及
び
構
成
は
決
し
て
随
意
的
な

箇
人
の
性
質
に
よ
り
て
制
約
さ
れ
て
居
る
の
で
な
く
、
必
・

然
的
な
不
異
な
原
理
に
從
が
ふ
も
の
に
し
て
、
此
等
土
原

　
　
ブ
シ
ヒ
ツ
七
メ
ヒ
ア
こ
ズ
ム
ス

理
は
心
理
的
機
制
を
支
配
し
、
意
識
の
構
造
に
準
じ
て
一

の
統
一
的
及
び
必
然
的
世
界
象
（
O
囲
コ
　
ノ
＜
〇
一
け
ぴ
一
一
儀
）
を
産
み
出
．

す
の
で
あ
る
。
昏
冥
或
は
総
合
の
此
等
の
形
式
、
厄
即
ち
範

疇
は
老
入
の
善
性
か
ら
猫
遇
し
て
要
當
す
る
も
の
で
あ
る

耀
く
て
此
等
の
形
式
或
は
範
疇
は
翼
理
の
形
式
で
あ
る
。

此
等
の
形
式
が
内
容
を
鋼
漸
に
於
て
結
博
す
る
が
故
に
彼
「

等
に
よ
り
て
始
め
て
論
理
的
意
義
が
産
ま
れ
る
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
三
　
（
二
九
七
）



　
　
　
策
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
親
癒
の
山
脚
暫
學
ぜ
祉
舎
哲
學
（
上
）

理
論
細
管
～
題
の
偽
呉
理
及
び
安
當
は
此
阜
等
の
形
式
に
依
り
て

定
ま
う
、
渇
し
て
此
等
の
形
式
は
攣
駕
す
る
認
識
内
容
に

饗
し
て
｝
切
の
内
容
酌
認
識
を
鋼
約
す
る
選
揮
及
び
結
倉

の
永
久
不
鍵
な
る
形
式
で
あ
る
の
で
め
る
。

　
併
し
カ
ン
ト
は
此
の
普
遍
的
眞
理
原
理
ご
相
並
ん
で
第

二
の
原
理
を
立
て
、
居
る
。
而
し
て
此
の
第
二
の
原
理
が

彼
を
し
て
認
識
の
領
分
か
ら
管
見
學
を
排
斥
す
る
に
至
ら

し
め
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
其
の
第
二
の
原
理
ご
は
如
何

な
る
も
の
で
あ
る
か
ご
云
ふ
ご
選
れ
は
印
ち
一
切
の
特
殊
、

　
　
ガ
ツ
ツ
ン
グ
ス
メ
ろ
シ
ツ
ビ
ア
ル
グ
マ
イ
ン

は
一
の
種
庇
的
普
遍
に
基
い
て
立
ち
、
箇
別
は
あ
る

が
よ
、
で
は
眞
理
を
有
し
な
い
ご
云
ふ
思
想
で
あ
る
。
カ

ン
ト
は
箇
別
を
常
に
一
の
思
至
概
念
に
結
び
付
け
、
其
の

エ
キ
ゼ
ン
プ
う
く
ル

一
例
こ
し
て
考
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
カ
ン
ト
は
認

識
便
値
の
充
實
に
は
先
験
原
理
の
外
に
襯
容
の
原
理
璽
。

。り

ﾂ
。
。
§
す
ぴ
艶
鼠
叶
）
が
必
要
で
あ
る
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
歴
史
鞍
懸
實
は
二
度
ビ
繰
り
返
す
こ
ご
の
桑
畑
な

　
ア
イ
サ
ヤ
リ
ヒ
カ
ィ
テ
ン

い
一
度
性
の
も
の
で
め
る
か
ら
、
隔
れ
は
到
底
種
属
的

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
　
四
　
（
二
九
八
）
　
、

普
遍
の
中
に
構
容
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
此
唱
く
て
歴

史
は
認
識
の
三
分
か
ら
排
斥
さ
れ
る
事
に
な
る
。
約
言
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
プ
リ
オ
リ

れ
ば
カ
ン
ト
は
安
當
の
概
念
こ
し
て
の
先
験
の
概
念
に
於

て
新
し
き
眞
理
概
念
を
桜
見
し
た
Q
併
し
彼
は
あ
ま
り
臼

然
科
學
に
興
昧
を
持
ち
過
ぎ
把
が
爲
め
に
妥
當
の
概
念
を

あ
ま
り
に
狼
（
解
し
、
歴
史
的
鋼
断
の
問
題
を
全
く
排
斥

し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
自
然
科
學
の
問
題
を
あ
ま
ヶ
に
煽

重
し
だ
が
縛
め
に
只
普
遍
漕
、
普
遍
的
概
念
に
の
み
眞
理

償
値
を
認
め
、
只
普
遍
者
の
形
式
が
存
在
す
る
の
み
で
、

イ
ン
ヂ
ビ
ヅ
ユ
エ
レ
　
　
ア
イ
ン
マ
リ
グ

箇
別
者
、
　
一
度
者
の
形
式
は
存
在
し
な
い
ご
考
へ
た
の

で
あ
る
。
さ
れ
ば
カ
ン
ト
は
先
験
の
原
理
に
よ
り
て
歴
史

の
認
識
を
可
能
な
ら
し
め
た
る
ざ
同
時
に
、
愚
母
容
の
原

理
に
よ
り
て
之
を
不
可
能
た
ら
し
め
だ
の
で
あ
る
。
面
し

て
娠
容
が
認
識
に
績
く
可
か
ら
ざ
る
一
原
理
ご
見
る
彼
の

見
解
を
修
正
す
る
に
面
す
ば
歴
史
の
認
識
は
不
可
能
こ
な

る
の
で
あ
る
が
、
擾
乱
の
新
理
想
主
義
哲
聾
者
は
此
の
見

解
を
修
正
す
る
事
に
よ
り
て
歴
史
科
學
を
可
能
な
ら
し
め



た
の
で
あ
る
。

　
街
ほ
娩
近
の
歴
史
哲
學
の
淵
源
を
カ
ン
ト
に
求
む
可
き

重
要
な
る
理
由
は
、
カ
ン
ト
革
茸
に
於
て
は
交
化
へ
の
強

き
傾
向
が
褒
見
さ
れ
る
ε
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
質
入
は
カ

ン
ト
の
哲
學
を
文
化
哲
學
ご
し
て
槻
念
せ
ね
ば
な
ら
な
い

彼
れ
以
前
に
あ
っ
て
は
、
哲
…
攣
華
墨
辮
は
嘗
て
吾
人
の
最

高
文
化
財
た
る
學
問
、
藝
衛
、
滋
徳
、
法
律
、
國
家
及
び
宗
敏

等
を
彼
れ
に
於
け
る
ほ
ざ
深
く
又
徹
底
的
に
取
扱
ふ
た
事

は
な
い
。
交
化
財
の
理
解
に
よ
り
て
實
在
の
理
解
に
臨
ま

ん
ε
す
る
事
は
實
に
カ
ン
ト
が
始
め
て
開
い
た
新
し
き
途

で
あ
る
の
で
あ
る
．
而
し
て
其
方
面
よ
り
し
彼
も
亦
歴
史

哲
學
の
問
題
に
近
づ
㍉
・
、
・
、
幾
多
の
歴
史
哲
學
的
論
説
を
書

い
て
居
る
。
要
す
る
に
彼
は
實
在
の
意
義
は
只
文
化
慣
値

に
よ
り
て
の
み
決
定
さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
ご
云
ふ
原
理

を
歴
史
哲
學
に
も
適
用
し
、
而
し
て
歴
史
の
意
義
は
只
自

然
を
征
服
す
る
ご
輩
ハ
に
自
然
よ
り
濾
か
る
こ
ご
に
於
て
の

み
存
し
得
る
も
の
、
又
歴
史
の
終
極
目
的
は
羊
雲
な
る
文

　
　
　
第
五
谷
　
　
研
　
究
　
　
輔
幾
の
歴
吏
哲
巌
ミ
融
禽
哲
藥
（
上
）

化
の
世
堺
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
こ
考
へ
た
の
で
あ
る

但
し
カ
ン
ト
は
學
問
を
全
く
自
然
科
學
的
に
決
饗
す
る
偏

見
に
陪
り
し
如
一
、
又
文
化
を
全
く
倫
理
的
に
淡
塾
す
る

偏
見
に
隔
っ
た
の
で
あ
る
。

　
弦
に
娩
近
の
歴
史
哲
學
の
螢
生
に
關
し
て
、
カ
ン
ト
の

哲
學
が
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
を
簡
蹴
に
説
述
す
れ

ば
左
の
如
く
で
あ
る
ご
思
ふ
。
即
ち
カ
ン
ト
は
先
づ
一
の

　
　
　
　
　
　
　
ア
プ
リ
オ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

新
し
き
眞
理
概
念
、
先
験
の
概
念
を
造
る
こ
オ
に
よ
b
て

歴
史
の
眞
理
内
溶
を
理
解
す
る
可
能
を
収
載
し
た
。
併
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ゾ
ン

彼
は
叉
第
二
の
標
準
こ
し
て
舞
容
の
亘
理
を
立
て
、
特
殊

デ
ル
　
　
　
　
　
　
　
ァ
ル
グ
マ
イ
ネ

蔚
の
眞
理
は
普
遍
者
で
あ
る
ご
考
へ
た
こ
ご
に
よ
り
て
、

其
の
新
眞
理
概
念
の
効
を
大
に
制
限
し
て
仕
舞
ふ
た
Q
次

　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
バ
プ
レ
ツ
セ

に
カ
ン
ト
は
歴
吏
的
興
味
ご
暫
質
的
興
昧
こ
の
間
に
強
大

な
る
共
同
性
の
存
立
す
る
事
を
諮
明
し
、
之
れ
に
よ
り
て

哲
學
を
文
化
哲
學
ε
な
ら
し
め
た
。
而
し
て
共
の
共
同
性

の
墓
礎
こ
な
る
も
の
は
即
ち
文
化
煩
値
で
あ
る
が
、
然
る

に
カ
ン
ト
は
共
の
文
化
便
殖
を
あ
ま
り
に
倫
理
的
に
槻
念

　
　
　
　
　
　
　
錦
三
號
　
　
　
　
　
滋
　
（
二
九
九
）



　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
岬
町
の
歴
吏
哲
學
s
鷲
魯
哲
學
（
L
）

す
る
弊
に
陥
っ
た
Q
さ
れ
ば
カ
ン
ト
は
哲
學
ε
歴
斑
ご
を

結
び
付
け
朝
近
の
歴
史
哲
學
の
概
念
を
可
能
な
ら
し
む
る

に
必
要
な
る
最
も
根
本
的
な
る
原
理
を
確
立
し
た
が
、
爾

も
直
ち
に
之
を
確
立
し
た
の
で
は
な
い
。
カ
ン
ト
の
思
想

よ
b
し
て
卑
近
の
歴
吏
哲
學
の
概
念
が
完
全
に
生
れ
出
つ

る
爲
め
に
は
二
つ
の
條
件
が
必
要
で
あ
っ
た
、
、
其
一
は
軍

に
或
は
主
こ
し
て
倫
理
的
な
る
文
化
概
念
を
修
正
し
歴
史

的
與
料
の
軍
に
或
は
圭
こ
し
て
倫
理
的
な
る
評
傾
及
び
鋼

断
を
修
正
し
て
、
完
全
な
る
文
化
概
念
を
樹
立
す
る
事
で

あ
る
ノ
而
し
て
加
減
件
を
先
づ
充
た
し
だ
る
も
の
は
ヘ
ー

ゲ
ル
の
歴
史
哲
學
で
あ
る
ご
思
は
れ
る
。
併
し
へ
；
ゲ
ル

の
歴
史
哲
學
は
歴
史
的
眞
理
の
認
識
的
論
謹
を
憂
く
蒔
い

て
居
る
。
さ
れ
ば
へ
ー
ゲ
川
に
よ
り
て
文
化
概
念
の
根
本

的
修
正
は
行
は
れ
だ
が
、
而
も
輕
近
の
歴
史
哲
學
の
概
念

に
於
て
存
在
こ
も
重
要
な
る
一
要
素
こ
な
っ
て
居
る
虚
の

歴
史
の
認
識
論
的
論
謹
は
輿
へ
ら
れ
て
居
ら
な
い
。
而
し

て
此
論
誰
を
與
へ
る
こ
ご
が
實
に
第
十
九
量
紀
の
絡
り
頃

　
　
　
　
　
　
　
餓
濯
一
鵬
｛
號
　
　
　
　
　
轟
ハ
　
（
三
〇
〇
）

よ
り
、
第
二
十
世
紀
の
始
め
に
か
け
て
濁
逸
の
新
理
想
主
義

哲
學
者
の
大
に
カ
を
注
げ
る
最
こ
も
重
要
な
る
一
問
題
ご
．

な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
努
力
に
よ
グ
て
第
二
の
條
響

が
充
た
さ
れ
た
の
で
あ
ス
、
。
夫
れ
歴
史
の
認
識
論
的
論
讃

を
輿
へ
る
爲
め
に
は
、
娠
…
容
及
び
普
遍
的
法
剛
の
概
念
に

よ
り
て
加
へ
ら
れ
た
る
其
の
制
限
を
カ
ン
ト
の
眞
理
概
念

よ
り
除
き
去
る
こ
ご
が
必
要
で
あ
る
が
、
之
を
成
就
せ
し

も
の
は
、
廊
異
に
ロ
ソ
ッ
エ
、
ジ
グ
ワ
ー
ル
ト
、
デ
ィ
ル
タ

イ
、
ジ
ム
メ
川
、
殊
に
ヅ
イ
ソ
デ
ル
バ
ン
ト
及
び
ソ
ツ
ヶ

ル
ト
等
の
蓮
績
的
努
力
で
あ
っ
た
．
）
而
し
て
吾
人
は
リ
ッ

ケ
ル
ト
を
以
て
此
の
貸
舟
的
努
力
の
結
果
を
完
成
せ
る
も
、

の
こ
認
め
る
こ
葛
が
出
面
る
3
蓋
し
リ
ッ
ケ
ル
ト
は
彼
の

立
て
た
る
「
與
へ
ら
れ
た
る
、
も
の
」
の
範
疇
に
よ
ゆ
て
、
事
－

實
の
眞
理
内
容
を
認
識
論
的
に
確
立
し
、
而
し
て
歴
史
的

因
果
を
法
則
の
概
念
よ
り
解
放
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
歴
史
、

的
方
法
の
特
有
の
櫃
値
を
明
か
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
今
一
方
に
於
て
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
學
に
よ
り
て
、
他
方
「



に
建
て
は
上
に
述
べ
し
諸
家
の
認
識
論
酌
及
び
方
法
論
的

研
究
に
よ
り
て
、
カ
ン
ト
の
眞
理
概
念
及
び
文
化
概
念
に

加
へ
ら
れ
た
る
修
正
が
、
薙
に
一
の
濁
立
な
る
哲
學
的
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

．
科
こ
し
て
挽
近
の
歴
史
哲
學
を
婁
達
さ
せ
た
の
で
あ
る
が

然
ら
ば
其
の
根
本
的
問
題
ご
認
め
ら
る
置
き
も
の
は
何
ん

で
あ
る
か
。

　
夫
れ
親
近
の
歴
史
哲
學
の
問
題
を
総
括
的
に
整
列
1
1
・
た

る
は
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
功
績
で
あ
る
ご
思
ふ
。
蓋
し
歴
史
的

方
法
の
問
題
か
ら
普
遍
史
（
¢
菖
ノ
．
。
議
巴
σ
q
8
。
㌶
畠
旦
の
問
題

へ
の
學
問
的
通
路
を
開
き
た
る
は
彼
れ
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
而
し
て
ジ
ソ
ケ
ル
ト
の
説
に
よ
り
て
歴
史
哲
學
の
問

題
を
総
括
的
に
整
列
す
れ
ば
先
づ
左
の
如
を
、
・
三
部
門
を
立

て
る
こ
ご
が
出
営
る
。

　
①
歴
奥
の
哲
學
的
方
法
論
、
或
は
歴
史
科
學
の
理
論
叉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ツ
シ
ヒ
ツ
ロ
　
ギ
ク

は
論
理
學
、
或
は
簡
軍
に
歴
史
論
理
學
ご
薦
す
篤
き
も
の
・

而
し
て
此
の
部
門
に
於
て
或
は
問
題
部
類
に
於
て
考
究
す

塞
き
根
本
的
問
題
は

・
第
五
谷
　
　
研
　
究
　
　
挽
幾
の
麻
臨
史
哲
學
ぜ
祉
會
哲
…
學
（
上
）

　
　
④
歴
史
の
目
的
或
は
館
趨
の
問
題
】
）
κ
牢
。
三
2
罵

　
　
　
α
O
も
o
N
冨
回
O
も
陰
■

　
　
㈲
歴
史
的
醤
象
の
問
題
O
冨
肇
。
窪
2
お
山
＄
一
蕾
レ

　
　
　
8
涜
9
色
Ω
＆
o
ζ
o
硫
・

’
　
㈲
歴
史
に
於
け
る
形
式
ご
内
容
の
問
題
O
霧
牢
。
，

　
　
　
三
〇
讐
♂
δ
ヨ
男
○
門
ヨ
∈
民
回
三
節
一
叶
　
ヨ
　
鳥
窪
　
O
o
午

　
　
　
甑
民
α
齢
O
’

　
　
ω
歴
史
の
方
法
の
問
題
じ
ざ
犀
〇
三
舎
ざ
儀
興
竃
㌣

　
　
　
叶
》
O
（
用
O
．

　
　
㈲
歴
史
的
割
殻
の
問
題
U
孚
・
。
。
ワ
δ
望
○
旨
号
二
券
－

　
　
　
骨
9
晶
ω
6
げ
O
昌
早
島
胃
8
…
一
≡
】
q
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
然
る
に
此
等
の
諸
問
題
の
考
究
は
、
一
妨
の
歴
史
科
學

及
び
歴
史
的
車
象
の
根
祇
に
存
在
す
る
原
理
に
自
か
ら
吾

人
を
導
く
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
原
聾
ご
云
ふ
は
帥
ち
交

化
の
槻
念
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
槻
念
は
等
化
の
多
襟
及

び
其
の
諸
異
の
形
態
の
意
義
を
究
明
す
る
爲
め
に
又
自
か

ら
一
の
三
値
論
を
磯
達
さ
せ
る
。
斯
く
て
歴
史
論
理
學
は

　
　
　
　
　
　
　
第
三
．
號
　
　
　
　
七
　
（
三
〇
一
）



　
　
、
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
娩
近
の
歴
史
暫
學
s
祉
會
誓
學
（
上
）

　
自
か
ら
歴
史
朗
儂
値
論
に
移
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ス
ト
　
リ
ツ
ヤ
も
ウ
エ
ル
ト
レ
　
レ

　
働
歴
史
の
哲
學
的
二
値
論
、
或
は
歴
史
的
債
値
論
、
此

の
部
門
或
は
問
題
部
類
に
於
て
蓄
究
せ
ら
る
可
き
根
本
問
・

題
は

　
　
’
御
要
當
の
問
題
U
顎
剛
、
δ
江
。
｛
嫉
〔
冨
憎
O
o
圃
酔
§
畿
・

　
　
㈲
交
霊
燈
値
の
作
業
問
題
　
U
腸
H
蕉
畜
5
撃
｝
）
δ
－

　
　
　
げ
一
夏
罫
四
竃
・
げ
三
流
｛
鷲
ノ
♂
6
答
O
・

　
　
㈲
交
加
減
値
の
構
造
問
題
り
霧
も
。
仲
讐
葬
ξ
鷲
。
副
出
。
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
エ
ル
シ
ユ
ナ
　
ヘ
ン

　
然
る
に
歴
史
哲
學
は
一
切
の
歴
史
的
會
得
の
必
然
的

原
理
で
あ
り
、
叉
自
然
科
學
三
法
期
が
自
然
科
學
の
眞
理

内
容
を
確
立
、
隔
る
ご
同
じ
仕
方
で
、
歴
史
の
學
問
的
性
質

を
確
立
す
る
其
の
普
遍
者
で
あ
る
威
の
諸
文
化
儂
値
を
分

析
し
た
る
後
、
自
然
的
に
普
遍
史
（
（
夢
¢
夢
・
霧
巴
的
畠
。
亨

。
鐸
。
、
の
問
題
に
進
ま
ね
ば
な
ら
訟
。

　
㈲
普
遍
史
、
歴
史
哲
學
は
普
遍
史
の
部
門
に
移
る
こ
ご

に
去
て
、
｛
學
…
問
論
の
舗
コ
分
を
去
っ
て
帥
ち
歴
史
の
恩
需
問
を

取
扱
ふ
こ
ご
を
止
め
て
現
聖
な
る
歴
史
的
事
象
其
物
を
取

第
三
號

八
　
（
三
〇
二
）

扱
ふ
こ
ざ
に
な
る
。
即
ち
如
何
に
原
理
が
歴
史
的
生
活
の

生
き
た
る
す
が
た
こ
結
び
付
き
、
此
‘
の
生
活
に
意
義
を
輿

へ
る
か
を
示
す
こ
ご
が
間
題
ご
な
る
。
普
遍
史
は
歴
史
の

論
理
的
考
察
の
如
く
一
の
抽
象
的
形
禮
と
し
て
歴
史
的
事

象
を
書
芸
ふ
の
で
は
な
く
、
如
何
に
し
て
叉
如
何
な
る
圭

意
に
て
無
時
問
書
及
び
永
久
的
な
る
も
の
が
、
時
間
的
及

び
有
限
的
な
る
も
の
ご
結
合
に
入
り
込
む
か
を
決
定
す
る

こ
ご
を
其
の
職
分
ご
な
す
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
先
づ
其

の
一
般
的
問
題
こ
し
て
理
性
の
二
律
背
反
、
哲
學
の
オ
ル

ガ
ノ
ン
ご
し
て
の
歴
史
、
普
遍
史
ご
哲
學
及
び
科
學
ビ
の

隷
属
、
進
歩
の
概
念
、
生
き
た
内
容
性
、
翼
達
の
概
念
、

償
値
増
長
及
び
慣
値
高
上
等
の
諸
問
題
を
考
究
し
、
次
に

其
の
特
殊
的
問
題
ビ
し
て
、

　
偉
慣
値
ご
時
聞
こ
の
關
係

　
㈲
歴
史
的
事
象
の
可
能
的
意
義
表
示
弓
冷
7
ざ
陰
畠
。
篇

　
　
脇
｛
§
σ
q
。
げ
§
鏡
乱
雲
肱
。
・
8
密
。
ぎ
謬
Ω
窃
9
魯
。
濤
．

　
　
（
イ
　
）
宗
敏
的
意
義
表
示



　
　
（
ロ
）
科
學
的
意
義
表
示

　
　
（
ハ
）
哲
學
凶
理
論
的
意
義
表
示

　
　
（
二
）
倫
理
的
意
義
表
示

　
　
（
ホ
）
審
美
的
意
義
表
示

　
　
（
へ
）
包
括
的
及
び
統
一
的
意
嚢
表
示
の
問
題

　
余
は
以
上
述
べ
し
庭
に
よ
り
て
、
甚
だ
大
膿
上
に
止
ま

る
が
、
兎
に
角
今
日
新
理
想
ま
義
の
哲
學
者
に
よ
り
て
歴

史
哲
學
の
”
概
念
及
び
問
題
は
、
如
何
に
決
定
さ
れ
て
來
た

か
を
示
し
た
芒
思
ふ
が
、
然
ら
ば
今
歴
史
哲
學
の
概
念
及

び
問
題
を
右
の
如
く
に
決
定
す
る
に
於
て
は
困
．
夫
れ
は
矢

張
り
新
理
想
主
義
の
哲
學
者
間
よ
り
駿
達
し
つ
、
あ
る
親

近
の
枇
會
哲
學
ざ
如
何
な
る
關
係
を
有
す
る
か
。
要
す
る

に
幌
近
に
新
理
想
ま
義
の
哲
學
者
の
一
派
が
歴
史
哲
學
こ

し
て
新
た
に
建
設
せ
ん
ご
企
だ
て
つ
、
あ
る
哲
學
の
一
學

．
科
は
他
の
新
理
想
ま
義
の
哲
學
者
の
一
派
が
肚
會
哲
學
こ

し
て
新
た
に
建
設
せ
ん
ピ
企
だ
て
つ
、
あ
る
哲
學
の
一
學

科
ご
、
只
其
の
名
総
を
異
に
す
る
だ
け
で
、
實
質
に
於
て
は

　
　
　
第
五
巻
　
　
研
　
究
　
　
輔
近
の
歴
史
哲
學
ぜ
瀧
愈
誓
學
（
上
）

同
一
物
で
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
余
は
次
筍
に
於
て

輔
近
に
新
理
想
主
叢
の
哲
儒
者
の
一
派
が
建
設
せ
ん
ご
企

だ
て
つ
、
あ
る
魁
會
哲
弱
な
る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
で

め
る
か
を
矢
張
り
極
簡
軍
に
説
遍
し
、
絡
り
に
娩
近
の
歴

史
哲
學
ご
魁
轟
轟
學
ビ
の
關
係
を
究
明
し
た
い
ご
思
ふ
。

箪
三
盤

九
　
（
三
〇
三
）


